行動記録
8月3日(金)　20：30部室発―24：15新宿駅発
初めての長期合宿。ザックは35キロ程度、経験したことがないほど重い。
8月4日(土)　曇りのち雨　5：30信濃大町着―扇沢―8：00黒部ダム発
～14：30内蔵助テント場
道が非常に悪い。ザックに体が振られ思うように進めない、さらに水場周辺では藪にピッケルが引っ掛かり何度も青転してしまった。徐々に体力が奪われていく。結局最終ピッチでは、西槇さんにザイルを一つ持ってもらうことになった。自分から岩山合宿に行きたいと志願したのに情けない。ザックの重みに負けないようにつよくならなくては。
8月5日(日)　晴れ　5：10発～8：30ハシゴ谷乗越～12：00真砂沢ロッジ着・幕営
14：30発～剱沢雪渓を平蔵谷出合まで～17：00帰幕
昨日食べた食料が減ったおかげでばてることなく真砂沢に着いた。すぐにテントを張り濡れた装備を乾かした。十分に休養を取った後、雪上訓練へ。初めての大雪渓。大雪渓の上は、冷たい風と温かい風が交互に吹いてきて、不思議な感じであった。
8月6日(月)　晴れ　5：20発～7：50剣山荘着・8：20発～11：45剱岳着・12：20発
～15：15剣山荘着・15：30発～16：40帰幕
ノーマルルートで剣の頂上を目指す。中高年登山者で渋滞していた。「たてばい」は、鎖がぬめぬめしていてなかなか怖かったが、それを除けば快適な岩稜歩きだった。
8月7日(火)　晴れ　5：30発～6：30平蔵谷出合付近・7：00～9：00雪上訓練
～10：30剱沢小屋着～11：30別山岩場着・14：30まで登攀練習
15：20下山開始～16：30帰幕（松井は風邪のため休養）
別山岩場へダブルロープの練習に行った。フリクションがよく効き非常に快適であった。
8月8日(水)　晴れ　5：30発～6：30源次郎尾根取り付き～（道迷い）～11：30尾根上
～12：30Ⅰ峰着～13：30Ⅱ峰着・懸垂下降
～15：15剱岳頂上着・15：40発～19：40帰幕
源次郎尾根、初めてのバリエーションルート。ルートを間違えたようだ、自分は経験のなさが幸いして、恐怖感を感じることなく懸垂下降点に到着。達成感からか、長い行動時間にもかかわらず、ほとんど疲れは感じなかった。
8月9日(木)　晴れ　休養日
休養日を利用して、一人で別山と剣御前に行った。雲が多く、見通しはあまり良くなかったが、立山連邦、雷鳥沢などがゆっくり見られてよかった。
8月10日(金)　快晴　4：15発～7：45Ⅵ峰Ｃフェース劔稜会ルート取り付き
～12：55終了～16：30帰幕
渋滞していてなかなか取り付けなかったうえに、各ビレイ点でかなりの時間待つはめになった。2ピッチ目のビレイ点直後がやや上りにくいが、それ以外は非常に簡単なルートであった。懸垂下降の際、大きく横に振られてしまった。けがはせずにすんだが、次からは気をつけなくては。
8月11日(土)　快晴　5：30発～9：00Ⅵ峰Ａフェース魚津高ルート取り付き
～11：15終了～14：50帰幕（西槇、酒井のみ。原川、松井は休養。）
原川さんと松井は体調不良のためにテン場で休養、僕と西槇さん二人で行くことに。Cフェイスでは渋滞で散々な目にあった。Aフェイスはすんなり登れるといいなあと思いながら長次郎谷をせっせと登る。東海が三人ペアで登っている。ちょっと遅い、いやな予感…結局とりつきにて一時間半ほど待つはめに。
１ピッチ目、でっかいクラックみたいな感じだった、ザックがつっかかってやや動きにくかったが、問題なく終了点へ、人二人が十分乗れる大きなテラス、よかった～、ハンギングビレイじゃなくて。　２ピッチ目でビレイしていると隣の中大ルートを登っていた二人組のトップが落ちた。ボルトは抜けず何ともなかったようだが、かなり危険だったことには変わりない。
二ピッチ目、たぶん核心、いわゆる高度感があって快適なルートらしいが僕にはビレイ点直後のトラバースが少し怖かった。やたら多い長いスリングの回収方法がよくわからず、途中で足に引っ掛かりやしないかと冷や冷やした。前もって先輩に聞いておくべきであったと猛省。
三ピッチ目、非常に簡単。問題なく終了点へ。
とりつきから二時間ほどでＡフェイスの頭へ、鹿島槍がはっきり見えた、たぶんＣフェイスの時より視界良好。昨日登ったＣフェイスがよく見える。
ハイ松からの懸垂下降、今度は振られないようにしないと。Ｃフェイスとは違ってうまく降りられた。あとはアイゼンはいて雪渓をガスガス降りればいいだけ。疲れてなかなか降りるスピードが上がらない。結局西槇さんに先に行ってもらうことにした。剣の岩をじっくりみながら、ゆっくり降りた。
8月12日(日)　晴れ　4：30発～11：07黒部ダム着―扇沢―13：00信濃大町
最終日、下山はザックが軽くなったおかげで楽に行けた。
帰路の電車の中、疲労のために発熱してしまった。こんなことで全山縦走できるのか不安だ。
